
2024年度JSSR-DB改修点①
2024年4月1日（手術日）より適用



術後合併症
•主要臓器関連/気道閉塞

現在、再挿管、気切、再手術が単一選択になっている

→チェックボックスに変更、複数選択できる



K142 6 椎弓形成

•椎弓スペーサー・プレート使用

選択肢を、なし、HAスペーサー、Suture anchor、スクリュー付き
スペーサー（金属プレートを含む）、その他の単一選択とする。
「その他」はチェックするとテキスト入力できる。



K139、K142 2、K142 3、K142 4、K142-21
骨切り併用
•骨切り併用のレベルに「その他」を追加。「その他」はチェッ
クするとテキスト入力できる。



再手術・追加手術に至った病名（理由）

•病名中項目に、「その他」（自由記載）を追加



K136-2腫瘍脊椎骨全摘術
「〇なし」を追加

複数選択可



K139,K142 1,K142 2,K142 3,K142 4,K142-21

• UIVとLIVが同じ場合、「手術高位（UIV、LIV）が同じです」とい
うアラートが出る

•※この場合、一時保存、入力完了不可



K116骨盤骨搔爬術

データ提供レジストリーで「一般的な整形外科手術」を選択、主たる術式に脊椎手術がある場
合に入力完了をクリックすると、アラート「主たる術式に脊椎の手術を含む場合、データ提供
レジストリーは「脊椎」をご選択ください。」とアラートが出るが完了はできる。

→上記術式はアラートの対象から除外


